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1 .はじめに  

近年， W e b アプリケーションを開発する際，

フレームワークを使用した開発が増えている．

フレームワークを用いるメリットは開発効率を

高めるためと言われている．しかしながら，そ

の評価について示された文献はほとんど見当た

らない．ところで，アプリケーションにおいて

は，一旦開発が行われた後，修正・追加が入る

ことが多いことから，最近では，変更時の修正

の容易性が重視な指標となっている．そこで，

本研究では，従来手法である J S P とフレームワ

ーク R u b y  o n  R a i l s での同一のアプリケーショ

ン の 修 正 ・ 追 加 の 際 の 変 更 波 及 解 析 ( C h a n g e  

I m p a c t  A n a l y s i s )を行った．対象とするアプリ

ケーションとしては，図書管理システムのモデ

ルを用いた．  

 

2 .開発における修正・追加  

業務系の W e b アプリケーション開発では，フ

レームワークが盛んに用いられるようになって

来ている．その目的は，開発効率を高めるため

と言われている [ 1 ]．しかしながら，その評価に

ついて示された文献はほとんど見当たらない．

そこで本研究ではこの問題を扱うことにした．

ところで，アプリケーションというものは，一

旦 開 発 し た 後 ， 良 く 使 わ れ る も の は 通 常 ， 修

正・追加の開発が入る．そこで，我々はこの点

に着目して，修正・追加の際の変更箇所につい

ての評価を行うことにした．変更箇所の評価，

つまり差分の評価であれば，アプリケーション

の開発効率の評価で問題になるスケーラビリテ

ィの問題は緩和されるのではないかと考えられ

る．本研究では，従来手法とフレームワークを

用いた手法で，各々，図書管理システムモデル

[ 2 ]の開発を行い，その後，修正・追加を行い，

変更波及解析 [ 3 - 4 ]によりプログラムの修正箇所

の比較を行い評価することにした．  

 

3 . R u b y  o n  R a i l s について  

本研究では，フレームワークとして R u b y  o n  

R a i l s（以下， R a i l s） [ 5 - 6 ]を用いた． R a i l s は

スクリプト言語 R u b y を用いるフレームワーク

で，W e b システムのアジャイルな開発に用いら

れている． R a i l s の構成を図 1 に示す． R a i l s  

図 1   R u b y  o n  R a i l s  の構成  

 

 

 

図 2   O / R マッピング概念図  

 

では A c t i v e R e c o r d という O / R マッピングのラ

イブラリにより，データベースを使用する W e b

アプリケーション開発において，記述するソー

ス コ ー ド 量 を 削 減 す る こ と が で き る ． ま た ，

M V C モデルアーキテクチャをサポートしており，  

データベース処理を含む業務処理部分を担当す

る M o d e l，データ表示を行う V i e w，及びこれ

らを制御する C o n t r o l l e r の自動生成機能により

容易にプロトタイプの構築を行うことが可能で

ある．この際，図 2 に示すような O / R マッピン

グにより，オブジェクト指向プログラミング言

語におけるオブジェクトの各属性値とリレーシ

ョナル・データベースのテーブルの各属性値と

の対応付けが行われ，プログラムとテーブルの

間のデータ表現の違いが吸収される．  †東海大学大学院工学研究科  Tokai  University 
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4 .図書管理システムの開発と修正・追加  

図書管理システムモデルを基に，従来の J a v a

の W e b アプリケーション開発では標準的な J S P

（ J a v a  S e r v e r  P a g e s）と R a i l s を用いて各々

W e b アプリケーションの開発を行った． J S P で

の開発では， R a i l s との比較が可能なように，

M V C モデルを採用した．なお，この最初の開発

により R a i l s についても習熟することが出来た．

最初に作成したアプリケーションでは，図書の

一覧表示，図書の登録，図書の削除の機能があ

り，図書の属性は，登録番号，分類番号， I S B N，

タイトル，著者，出版社，出版日，分類の 8 つ

からなる．  

このアプリケーションに属性の追加と更新機

能の追加を以下のように行い， J S P と R a i l s で

の各々の変更箇所の比較を行った．  

（ a）属性追加：図書の属性として価格の追加を

行った．図書一覧，図書登録，及び図書削除の

画面に価格の属性を追加した．なお，図書削除

の画面では ,一旦，全属性を表示しデータの確認

後削除を行うようにしたため価格の表示が必要

になっている．  

（ b）更新機能追加：最初に作成したアプリケー

ションでは，あえて作成していなかった更新機

能を追加した．更新機能は，メニュー画面から

図書更新を選択すると，一旦，全ての図書デー

タを表示し，その後更新図書の選択を行えるよ

うにした．以上のことを実装するために V i e w

ではメニュー画面に図書更新のハイパーリンク

の追加，更新図書選択画面の作成，更新画面を

作成した．M o d e l では，図書選択画面で選択し

た図書の全ての属性を表示後，該当箇所の属性

値を入力し更新ボタンを押すと更新が行えるよ

うにした． C o n t r o l l e r では， V i e w と M o d e l の

登録番号の受け渡しと取得データの受け渡しを

行うようにした．開発したアプリケーションの

画面を付録に示す．これは， J S P と R a i l s どち

らの開発でも共通なものである．  

 

5 .評価  

データベースのテーブルへの属性追加に関し

ては， R a i l s ではコマンドを入力するだけでテ

ーブルの更新が自動的に行われるため，ソース

コードの追加は不要である．一方， J S P では，

S Q L 文と J a v a 文を追加する必要がある．しか

しながら，一般的にはテーブルの変更がある場

合には，アプリケーションの M o d e l ， V i e w ，

及び C o n t r o l l e r に関わる処理へ変更が波及する

ため，これらの部分についてソースコードの追

加・変更が必要となった．  

ハイパーリンクを用いたページの遷移に関し

ては， J S P では U R L の記述によって指定するの

み で あ る ． 一 方 ， R a i l s で は U R L に 応 じ て

C o n t r o l l e r 内の表示・登録・削除・更新に関す

るメソッドを指定するための R o u t i n g の記述が  

 

図 3  修正・追加における変更波及解析（ L O C）  

 

必要となるため， J S P より R a i l s の方が変更箇

所が多くなった．  

フォルダ数について見ると，フォルダ数はアプ

リケーションの規模や作成者の意図によって変

化するものである． e c l i p s e で開発する場合に

は， J S P の場合には，デフォルトで出来る７個

に加え，アプリケーションを M o d e l ・ V i e w ・

C o n t r o l l e r に分割して各々フォルダを作成する

ならば，更に 3 個のフォルダが必要となり，こ

れが小規模開発で最低限必要なフォルダ数とい

うことになるだろう．一方， R a i l s では，デフ

ォルトで 3 6 個のフォルダが自動的に作成され

る．一般的には，フォルダ数が多いと修正・追

加箇所の特定に時間がかかると言えるが， R a i l s

でのこれらのフォルダは，役割別に分かれてい

るので， R a i l s に習熟すれば修正・追加箇所の

特定はそれほど困難ではないと考えられる．  

４．での ( a ) 属性追加と ( b ) 更新機能追加にお

ける， J S P と R a i l s での追加・変更について定

量的にコード行数 L O C （ L i n e s  o f  C o d e ) で比

較 す る と 図 3 の よ う に な っ た ． 図 3 で は ，

M o d e l ， V i e w ， C o n t r o l l e r に 区 分 し ， 各 々

X M L と言語（ J a v a または R u b y）の追加・修

正の行数を示している．  

属性追加の場合には， J S P では M o d e l にコー

ドの追加が必要だった．一方， R a i l s ではコマ

ンドによる操作が必要であった．コマンドとプ

ログラムのコードを同等に扱って良いものかと

いう問題はあるが，一応ここにコマンド３行分

を [ ]付で記しておくことにした． V i e w について

は，どちらもコードの他 X M L の記述の変更が

必要だった． C o n t r o l l e r については， J S P では

価格の値を V i e w へ受け渡すコードを 1 行記述

する必要があったが， R a i l s では必要なかった．  

更新機能追加の場合には，M o d e l については，

J S P では登録番号等の 9 つの属性を表示するた

めの値の受け渡しと更新を行うために 5 7 行の

コードの追加が必要であった．一方， R a i l s で

はコードの追加は必要なかった． V i e w につい

ては， J S P ではリストボックスを使用する際，

繰り返し文を使用したのに対して， R a i l s では
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繰り返し文が不要であったため， R a i l s の方が

コードが 7 行少なくて済んだ．なお， V i e w に

ついては，この他どちらも X M L での記述の変

更が必要だった． C o n t r o l l e r については， J S P

では更新を行う 9 つの属性を M o d e l へ受け渡す

た め の コ ー ド の 追 加 が 必 要 で あ っ た ． 一 方 ，

R a i l s では 9 つの属性を受け渡す R u b y の文が

一行で済んでしまうことから， R a i l s の方が 1 0

行少なくて済んだ．  

 

6 .おわりに  

フレームワークを用いた場合のアプリケーシ

ョンの修正・追加の容易性を評価する一つの方

法として，本研究では R a i l s を取り上げ J S P と

比較した変更波及解析を行った． R a i l s はアジ

ャイルな W e b アプリケーション開発では良く用

いられているが， J S P との比較では，言語の違

いがあるために必ずしも妥当でないと思われる．  

そこで，引き続き J a v a ベースのフレームワ

ーク H i b e r n a t e により同様の研究を進めて行く

予定である．また，今回の比較では，データベ

ースのテーブルに関わる機能追加を行ったが，

アプリケーションではテーブルの C R U D に関わ

らない機能も考えられるので，更なる検討を続

けて行きたい．  
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付録：開発アプリケーションでの画面  

 

図 A 1  メニュー画面  

 

図 A 2  図書一覧表示画面  

 

図 A 3  図書登録画面  

 

 

図 A 4  図書削除画面  

 

図 A 5  図書更新選択画面  

 

図 A 6  図書更新画面  
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